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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
①生徒の実態に応じた教育課程の編成を行い、また、職員間の研
修を活発化させ、幅広い学力を付けさせる授業の実践を行うとと
もに、55分授業を活かし、授業内での言語活動の充実を図る。 A A A

②｢エナジード｣等を活用した探究活動を、教科学習や学校行事へ
活かし、進路意識向上への動機付けとなるよう、教科・分掌間の
連携を図る。

A A A

③授業を充実させるとともに、特別活動や部活動などの活性化を
図る。

A A A

④言語活動を充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の視点に
立った授業を行う。

A A A

⑤自分の能力ややりたいことを自覚させるために、探究活動や進
路研究を積極的に活用して、生徒各々にとっての学習目標を明確
にさせる。また、学習に対するPDCAサイクルを、生徒自身がで
きるような取組を行っていき、生徒の学習意欲を喚起する。 B B B

⑥基礎基本の定着を図るとともに、質・量ともに適切な課題を配
付し課外授業を実施する。また、定期考査の質について再確認
し、生徒に身につけさせたい学力と授業内容に相違がないかを科
目内で共有し、調整する。

C C C

⑦進路講演会や二者面談等を行い、生徒に主体的に目標をもたせ
学習への自覚を促す。また、外部との交流や校外での活動を促進
し、生徒の学習意欲を喚起する。 C C C

4
⑧係職員と係生徒が中心となり、登下校時の交通指導や交通安全
教室等を行うとともに、全職員が積極的に指導に関わる。

B A A

⑨その日の清掃で気付いた事を話題として次回の清掃に繋げ、自
分たちで綺麗にした充実感や満足感を感じられるように支援す
る。 A B A

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

⑩ いじめ早期発見に向け、生徒観察、校内巡視及び定期生活アン
ケート等を行う。また、生徒が悩み等を相談しやすい環境作りに
努める。 A A A

⑪遅刻者記入カードを活用し、遅刻常習者には保護者と連携し
て、個別の指導・支援を行う。

A A A

⑫「保健だより」や、教育相談等で生徒の身体面・精神面を支援
する。受診率の向上に努める。

A A A

⑬進路希望調査や模試結果などの事後指導を通して、現状を生徒
に正しく認識させ、主体的な進路選択に必要な材料を蓄積させ
る。 A A A

⑭生徒の希望進路に応じて、個別に進路情報を提供することに加
えて、年次ごとの進路講演会や集会での連絡を効果的に実施す
る。 A A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

⑮キャリア教育に関する行事の際に、事前事後の指導を徹底する
とともにキャリアパスポートを活用して、自己の活動について振
り返らせ、改善に役立てられるようにする。また、大学見学や大
学出前授業など外部との交流や校外での活動を促進し、生徒が自
らの進路について真剣に考える機会を多く提供する。

B A B

⑯各種行事等が終了する毎に、各分掌、各年次に協力を依頼し、
最新の情報を提供するよう心がける。

C B B

⑰他の分掌や年次と協力し保護者にとって魅力ある内容になるよ
うに検討するとともに、開催内容等の周知を徹底する。

B D C

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

⑱ＩＣＴを授業で活用するための環境を整え、技術面や活用方法
の支援を必要な時期に適切に行う。

B A B

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

⑲職員がＩＣＴを活用しやすいように環境整備に努め、利用にあ
たっての技術情報などを伝達する。

A A A

⑰各年次保護者会や保護者向け講演会等に参加したこ
とがある保護者が７０％以上いる。

⑱ＩＣＴを活用した授業に、生徒の７０％以上が満足
している。

○持ち運びしやすい小型のプロジェクターや新しいスクリーンを用意するなど、Ｉ
ＣＴを授業で活用するための環境を整えてきた。技術面や活用方法の支援に於いて
は、回数は少なかったがチャットを利用し提供することができた。また、ＩＣＴを
活用した通知を利用しやすくするため、職員にシステムの活用マニュアルなどを作
成し紹介した。
○次年度の課題は、情報漏洩やセキュリティー対策などの危機管理に関する情報提
供の頻度を高めていくことと考えている。

○１人１台端末活用は、生徒のほうが活用力があって
教員としては難しさがあるが、活用しない活動も意義
や効果があるので、上手に使い分けられるとよい。
○情報漏洩やセキュリティーについては、家庭では教
えることが難しいので、学校で情報提供をお願いした
い。
○ICTは生徒の興味を引き、勉強だけでなく多方面の情
報収集に役立っていると感じる。
○生徒も保護者もICTの活用に対する満足度が90%以
上になると良い。

⑲ＩＣＴを活用した通知に、生徒の７０％以上が満足
している。

○特に問題なく良好である。
○全職員の生徒への細やかな声掛けや指
導が実を結んだとあるが、今の時代は生
徒へきめ細かく丁寧に話をすることがと
ても重要だと感じる。
○先生方の努力が感じられる。
○生徒が校外にいるいろいろな方との交
流を持つことは、視野を広げるという意
味でも有意義である。
○二者(三者)面談をすることで進路を明
確にしていくことができている。
○進路指導については、生徒は93.7%
が適切だと言っており素晴らしい。各自
が自分の得たい未来をもっとクリアに描
けるようになれば学習にも反映されると
期待される。

⑭進路に関わる情報提供が役に立っていると考える
生徒が7０％以上いる。

⑮自己の在り方生き方を考え、主体的に進路を選択す
ることができるように努力をしている生徒が、７０％
以上いる。

Ⅴ 開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

⑯本校の教育活動や取組を保護者や地域の人々に理解
してもらうために、学校のホームページを適時更新
し、更新率が70%以上である。

○学校ホームページについては、年度当初に掲載予定の学校行事と担当者、部活動
の大会等を予め決めたことで適時掲載できた。保護者会や講演会への保護者の参加
については、コロナ感染症の影響で数年間開催を控えてきたが、少しずつ開催がで
きるようになった。
○次年度の課題は、学校ホームページでは各種行事担当者や部活動顧問が更新しや
すいような仕様への改善や、今年度同様に掲載する行事等を年度当初に決めること
で生徒の活躍を適時掲載し、保護者や学校関係者に本校の教育活動を理解してもら
えるようにしたい。また、保護者会への参加率を上げるために、保護者会等の意義
を周知し保護者にとって一層魅力ある内容になるよう見直しを図っていきたい。

○今は就職する時の入社式などにも保護者が関わろ
うとする時代であるので、可能な範囲で保護者が来
校できるようにすることが大切だと思う。
○高校生になると家でも学校生活のことは話さなく
なるので、ホームページの充実は保護者にとって良
い。ホームページから様々な学校行事が行われてい
ることがわかる。
○保護者の中に情報を受け取れていない方が多いよ
うなので、双方向のコミュニケーションが必要かも
しれない。

Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

7 計画的な指導を行っていま
すか。

⑬担任と生徒の二者面談を年２回以上、保護者を加え
た三者面談を年２回（１・２年次は１回）効果的に実
施する。

○自己評価・外部アンケートともに昨年度からかなり改善された。一番大きな要因
は、コロナ禍が収束し、進路講演会や大学見学等のキャリア行事が、コロナ禍以前
のように実施できるようになったのが大きいと思われるが、その一方で担任を中心
とした全職員の生徒への細かな声掛けや指導が実を結んだのだと思われる。キャリ
ア教育部から個別に進路情報を提供しているのも功を奏した。また、三者面談など
での保護者への資料提供なども、担任・年次団・キャリア教育部などが連携をしな
がら有益なものを提供したことにより、評価の改善につながったのだろう。今後も
継続していきたい。

○次年度の課題としては、現在の取組を学校として今後も継続していけるか、そし
て生徒が主体的に進路について取り組む姿勢を伸ばしていけるか、の２点が挙げら
れる。特に、本校生徒は校外で活動をする生徒が少なく、また外部と交流する機会
も、部活動などを除けば、少ない。そういう点で主体的に進路について考える意識
がやや薄い。探究活動などの在り方ももう一度見直し、積極的に生徒が外部と交流
する機会を増やし、外部から刺激を受けることで、より進路について真剣に考えら
れるようにし、それを実現する力を養っていきたい。

○特に問題なく良好である。
○心に悩みをもったり、なかなか表に出
せない生徒も多いと思うので、カウンセ
リング等で積極的な対応を継続してほし
い。
○自転車用ヘルメットの着用も大切だ
が、自転車での「ながらスマホ」や「歩
きスマホ」についての危険性も周知して
ほしい。
○不安や悩みのある生徒への対応はうま
くいっているように感じる。
○通学時から先生方が見守ることで、安
心して登下校ができている。
○交通ルールについては、100%に近
い生徒が守れていると言っているのは指
導の賜物だ。一方、学校の美化に対して
の取組は、生徒の自己評価が教職員より
少し低いことが気がかりである。何事も
人任せにせず、自分から進んで取り組め
るようになってもらいたい。

⑤自分の学習目標を明確にして、学習に意欲的に取り
組んでいる生徒が、７０％以上いる。

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

⑥進路目標に応じた学力を身に付けたと自己評価して
いる生徒が７０％以上いる。

⑦授業以外での学習時間が１時間３０分以上の生徒
が、７０％以上いる。

〇職員と交通委員の生徒が、登下校時に交通指導をしたり、交通安全教室の実施
で、交通安全に対しての意識を高めた。今後は、自転車用ヘルメットを着用する生
徒が増えるよう、取り組んでいきたい。

○清掃で、綺麗にすることへの喜びを感じられる生徒が多くなってきた。清掃監督
が不在時でも綺麗に清掃できる状況を作っていきたい。

〇生活実態アンケートを学期に１回実施し、不安や悩み・いじめの有無などを確認
し早期発見に努めている。また、スクールカウンセラーへの相談を積極的に促して
いる。今後も生徒の観察・面談等により、生徒の変化を捉えられるようにしてい
く。

〇職員と生活委員の生徒が、約二週間に１回の頻度で、登校の様子を見守り、声か
けをしている。また、遅刻者記入カードにより、職員から声かけができている。今
後も声かけを継続していく。

○三者面談で受診の案内を保護者に渡すことで本人を含め、保護者にも受診の意識
が高まり、受診率は向上している。担任と保健委員の連携を深めることで更に自身
の健康管理に興味関心を持つ生徒は多くなると考える。

⑨校内美化・安全点検を、毎月実施している。

⑩ 良好な人間関係づくりを実行できている生徒が
７０％以上いる。

　
6 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。

⑪１日の平均遅刻者が全生徒の２％以下である。

⑫自身の健康管理に関心を持って生活する生徒が
６０％以上いる。

Ⅲ 生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

組織的・継続的な指導を
行っていますか。

⑧登下校時、自転車事故に遇わないために交通ルール
を遵守している。

○特に問題なく良好である。
○みらい学や行事など特色ある教育活動で教員
と生徒のアンケート結果に差が出たが、教員側
の負担があるということならば、生徒主体で進
めるということも可能ならばよい。
○授業内容に満足している生徒が多いことは素
晴らしい。先生と生徒のコミュニケーションも
よくとれている。
○学校が好きだと考える生徒が80%を超えたと
いうことから、素晴らしい学びの場を提供して
いることがうかがえた。
○授業形態や特色ある教育については、生徒と
教職員の評価もよく一致して高い水準になって
おり素晴らしい。一方、学校が好きではない生
徒が16%もいる理由を探って対応する必要があ
りそうだ。

②｢みらい学｣を中心としたEAST Projectに主体的に取
り組んでいる生徒が70％以上いる。

③自分の学校が好きだと感じている生徒が70％以上い
る。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

④生徒が授業中主体的に学習するよう授業改善し、
「主体的に授業に取り組むことができた」と答える生
徒が、７０％以上いる。

○全職員が「授業第一」という言葉を合言葉に学習指導をしていることもあり、授
業内での生徒の学習に対する取組は、概ね高評価であった。さらに良くなるよう
に、小さな声にも耳を傾けながら、改善を図っていきたい。特に、次年度は今年度
以上に、定期考査の質の向上について、全職員で取り組んでいきたい。授業内容と
考査内容が、しっかりとリンクしているか、そして質・量ともに適切であったかを
考査ごとに振り返り、学校全体の授業内容の向上につなげていきたい。

○生徒の授業に対する姿勢や取組が良かった一方で、確かな学力が身についたと感
じている生徒および教職員は、６割程度に留まっている。年を追って、少しずつ改
善傾向にあるものの、まだ物足りないというのが本音である。さらなる授業改善が
必要であるのは当然であるが、授業内容を定着させるには、やはりそれ相応の家庭
学習が必要である。課題の質・量を再検討し、家庭学習がより効果的になるように
改善をしていく必要があるだろう。特に生徒に与える課題が、生徒に身につけても
らいたい内容と一致しているか、そして、その課題をすることで、生徒が学力が身
についたと感じることができるか、それらの点を意識して、課題選定をしていく力
を教職員側が身につけていく必要がある。

○進路実現に向け学習をする生徒の育成
については、コロナを経て消極的にも思
える生徒たちにとってなかなか向上しな
いかもしれない。いかに家庭と保護者を
巻き込めるかも重要かもしれない。
○自分で課題を設定するということも現
代的な働きかけでしかできないのかもし
れない。
○家庭学習については、やはり本人の意
識付けが大切なのではないか。
○課題提出という生徒の主体性を伸ばし
ていく取組に好感が持てる。
○教職員が思うほど生徒は主体的に学習
に取り組めておらず、学力が身についた
とも思っていないことは問題である。生
徒たちが、自分は将来どうなりたいの
か、したいのかを、単なる職業ではなく
思い描き、それに向かって学習したいと
思えるようになることが理想だ。

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

1 特色ある教育活動を行って
いますか。

①進学重視型の単位制の学校として、習熟度別・少人
数制の授業形態や、自らの考えを深めたり、周りと意
見交換し合ったりする授業内容に満足している生徒が
70％以上いる。

○授業内容に満足している生徒の割合が90％を超えた。「授業第一」の理念が職員・生徒に
浸透し、研究授業や授業観察、新しい学びに係る研修等を通して、言語活動を中心として
「思考・判断・表現」や「主体的に学びに向かう態度」を育成できる授業が構築できてい
る。また、EAST Projectに対しても主体的に取り組めたと考える生徒が80％を超え、学校
行事などの場面でも道程をしっかりと考えて取り組む姿が見られた。一方で、「みらい学」
や学校行事の遂行にあたっては職員の負担も大きく、業務軽減にも取り組む必要があると考
える。学校のことが好きだと考える生徒も80％を超えたが、好きではないと回答する生徒も
年次を重ねるにつれて高くなっており、今後の課題であると考える。
○引き続き、生徒の進路実態に合わせた教育課程の編成を行うとともに、生徒に充実感、達
成感を与えられるような授業が構築できるよう、職員間の情報交換を活発化していく。
EAST Projectについては、特定の教員の負担にならないよう、職員全体で取り組める体制づ
くりを進めていく。また、生徒が自分自身の生き方や在り方を考え、卒業後も社会の一員と
して主体的に活動していけるよう、授業や「みらい学」、学校行事等、教育活動全般につい
て創意工夫をしながら取り組む。

羅　　　　　針　　　　　盤
方　　　　　　　　　　策

点検・評価　

達成状況のまとめ及び次年度の課題


